






































の成立時期を平安後期の 11 世紀末以降であることを検証した。2017 年度は「掻
練」に注目して検討を行い、用例調査から平安末期の 12 世紀末までが妥当であ
るという結果を得た。したがって、この 2 年間の研究成果によると、『篁物語』




















11 世紀後半から 12 世紀末に絞られてきた。第一部と第二部の構成の落ち着きの
なさは、成立が異なる可能性がある。今後、他作品との影響関係の中で位置づけ
ていきたい。第二に、中村が行っている承空本を含む西山本（カタカナ）と書陵
部本（ひらがな）における表記や語種の解析で、両者の関係がいかなるものであっ
たのか。更なる深化が求められる。第三に、鎌倉後期における京都・西山の書写
活動（西山本）の社会的意味である。
　最終的には、文学作品としての『篁物語』という文学作品の成立と流転の物語
―小野篁に仮託してどのように『篁物語』が成立し、今日の形に落ち着いて伝来
してきたのか―を明らかにすることを目的としたい。
